
年 代

学界・業界

全体状況

原告

チームに加わる。固

有名詞処理開発担当。

社内技術報告「カナ
漢字変換システム（第２
報）」ミニコン上の本格版。

。(乙15)

東大工学部渡辺茂教
授，タッチタイプが可能な日
本語入力装置は「できる道
理がない」と宣言。 (甲4）

社内技術報告「日
本語ワード・プロセッ
サの開発」即時処理型
の改良版（乙17）

「カナ漢字変換装置」
（局所意味分析を備え
た複合分析型かな漢字
変換）

JW-10，データショ
ウに出展。原告が説明

者として登壇。

日本語ワードプロセッサ
個人活動年表

森氏

青梅工場で 開
発を始める。ファイルシス
テムなどユーティリティ担
当

武田氏

河田氏

～1972年

(S47年)
1973年

(S48年)
1974年

(S49年)
1975年

(S50年)
1976年

(S51年)
1977年

(S52年)
1978年

(S53年)
1979年

(S54年)
1980年

(S55年)

1963年 京都大学坂井研
究室 機械翻訳稼動(甲
22)，相沢輝昭氏，坂井
研究室で「カナ文の解
析法」の 研究
1965年 九州大学栗原俊
彦教授「カナ漢字変
換」研究開始宣言
1969年 情報処理学会誌
「漢字情報処理特集
号」

ﾃﾞｰﾀｼｮｳ出展

「計算機による
カナ漢字変換」
(乙２)

NHKかな漢字変
換の最終論文

1971年「文字検索装
置」特許（乙８）

1971年 九州大学の,
電気回路等を専門と
する研究室を修了。

月 「漢字認識の
ための漢字大分類
の一手法 四辺コ
ード化法」
情報処理学会第14
回大会

社内技術報告「ミ
ニコンによる即時処理
型カナ漢字変換システ
ム」の中で

。（乙
16）

「カナ漢字変換機
能を備えたワードプロ
セッサ」電子通信学会
情報部門全国大会。
「ワードプロセッサ」
コンセプト初出(甲４)

（甲１）
青梅工場で 開発を
始める。

社内技術報告

「 局 所 意 味 分 析

法」。(甲52）

「かな漢字変換に

おける局所意味分析」

電子通信学会総合全国

大会。(甲４)

社内技術報告「日本語
文書エディタの研究と
開発 - -日本語 W P
JW-10 --」

JW-10出荷

沖電気工業株式会
社 Lettermate80（全文
字配列タブレット方
式）

シャープ株式会社
WD-300（全文字配列
タブレット方式）(甲
4）

富士通株式会社
OASYS 100（単語単

位表示選択式)
日本電気株式会社

NWP-20（全文字配列
タブレット方式）(甲
4）

「漢字認識の後処理

としての文脈情報処理」

電子通信学会情報部門全国

大会。(甲32）

京大大学
院で人工知能の権威
坂 井 利 之 教 授 に 師
事。長尾真助教授，
杉田繁治助教授らの
薫陶を受ける。両助
教授は共に自然言語
処理の専門家。（甲
22）

被告に入

社。

月 自然言語
処理の道具とし
て，TOSBAC-40
用ミニOS開発に
着手

。
社内技術報告

「漢字処理及び言語処
理のためのミニコンシ
ステム --TOSPICS-L」

大型計算機によるシミュ
レーション報告。

のJW-10関係技術報
告。

社内技術報告
「T-40用ミニOSの
試作」

「ワープロが日本語を覚えた日」１５頁
「公式の研究というのは，あいかわらず文字認識の研究，音声認識の研究，図形認識の研究です。その当時 というものがありまして， から・・・」

パターン情報処理大型プロジェクト；1971-1980

7月「パターン情報処理シ
ステム」研究成果発表講演
会「濃淡図形認識の研究開
発」

「濃淡図形量子
化の一手法」
(電子通信学会研
究会PRL74-41)
に

。（(27頁）

原告は一貫して自然言語処理関係の研究に携わる

河田氏の専門は画像，文字の処理

森氏は管理のみ

武田氏は一貫して補助的役割

「第２段階・・・１９７６年（昭和
５１年）４月ころ～１９７７年（昭
和５２年）３月

第３段階・・・１９７７年（昭和５
２年）１１月ころ～１９７８年（昭
和５３年）９月」

被告準備書面（１）

森さんは一切口を出さ
ずに、『どうなってい
る』とも聞かずにほっ
ておいてくれました。
(河田氏ブログ）

ワープロには無関
係

河田氏の技術的

関与は３カ月で終了

ワープロには無関
係


